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１０月２１日(火)に SS 課題研究Ⅰ中間検討会が実

施されました。２年生理数科・普通科が SS課題探究

Ⅰで取り組んでいる研究をポスターの形式で発表し

ました。アドバイザーの先生方にも来校していただ

き審査をしていただいた結果、２月に行われる台湾

研修に参加する４つのグループが選出されました。 

 

 

 

 

＜台湾研修に選出されたチーム＞ 班員とアドバイザーのコメントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生にも自分たちの研究内容を伝える努力ができた。

不等式の符号が初めて入れ替わる値を求めたい。 
高校生の悩みを少しでも軽くしたい研究動機を軸にして

展望であるピアサポートの実施時間の短縮やピアサポート

を同じ参加者と続けてどのような効果があるのか研究して

いきたい。 

もともと友人同士のグループでピアサポートを実施する

方法はとても良いと思った。同じメンバーが普段どのくら

い相談しあっているのかも効果に影響しそう。 

人間相手の研究は色々大変ですが、がんばってください。 

アドバイザー 

方向性が見えにくいが、こういった素朴 な疑問に取り

組んで実践してみることは非常に良いと感じる。また、し

っかりと調べて取り組んでいる姿勢は良いことと思う。 

計算はアルゴリズムの比較として設計してはどうか。計

算量による比較と、実計算での検証にしてみては？ 

アドバイザー 
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② 

固体の摩擦と液体の摩擦を同じように捉えてもよいの

かが気になった。 

自分達が今までしてきた実験は調べたいことから少し

ズレた実験をしていたりと不十分だった点があるので、

これからは１つ以外の条件を全部合わせることを意識し

た「対照実験」をして調べていきたい。 

アドバイザー 

ゴールをしっかり定め、誰が見ても正確な根拠のある考

察にするために、事件を行う際には条件にこと細かく気を

つけて行うなど今までの反省を活かして進めていきたい。 

1滴、2滴という違いだけでなく面積や形との関係も考

えていくと何か面白いものが見えるかもしれません。 

アドバイザー 

実験データの分析をもう少し詳しくすると説得力が高

まるのではないか。 

実験もよく考えられており、説明もわかりやすかった。 

本実験結果の分析方法の再検討←光をあてない時と光

をあてた時の反応の違いを比較する。 

予備実験：数匹を使い まわしたことを明記（ストック

からランダムに取り出して使用。1日あたり 1回実験。 


